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１　৽نに確認された周溝墓にͭいて
　今回、̗区東୺で検出された 4%08 は、௚線తな溝跡である。調査ൣ囲での形状ن໛を·と·ると、ఈ
面がฏୱでஅ面台形の南北にԆͼる溝跡で、෯ 2�20～2�52 ̼、ਂさ 0�72 ̼、現存長 5�5 ̼を測る。北側
は調査区֎にԆͼており、南側は֑面で࡟ฏされ、弥生時代後期前半の竪穴建物跡 4#23 を੾っている。
4%08 は次のཧ༝͔ら古墳時代前期初頭の方形周溝墓、もしくは前方後方形周溝墓であると൑அした。
　ᶃ　４次調査で、4%08 の西側約 40 ̼に確認された古墳時代前期初頭の方形周溝墓（4%03）と溝のن໛

や形状、方޲がྨࣅする（ୈ 117 ਤ）。
　ᶄ　4%08 埋土およͼ遺構付ۙのද土͔ら古墳時代前期初頭の土ࢣ器片が出土している。調査区શମを

見てもಸྑ時代以߱の遺構はօແで、遺物も΄とΜど認められない。
　ᶅ　4%08 のن໛やஅ面形状がۙྡ遺跡に確認される前方後方形周溝墓の溝跡にྨࣅする（ୈ 117 ਤ）。
　今回の調査で古墳時代の土ࢣ器ഁ片は４఺出土しているのみであるが、4%08 を周溝墓と考えると、そ
の主ମ部は調査区֎の東側となり、遺構֎出土とした古墳時代前期のᆵのޱԑ（ୈ 118 ਤ）は、周溝墓の
区ը಺͔ら出土したことになる。
　調査区周ลは弥生時代中期後半͔ら弥生時代後期前半·でॅډ域であったが、一୴్ઈえた後、古墳時
代前期には周溝墓が଄Ӧされる墓域となったとཧղしたい。

２　前方後方形周溝墓のՄೳੑにͭいて
ҕڭ৓跡（中野市ࣉݯの中野市҆؛千曲川東چ　 1999）で弥生時代後期຤͔ら古墳時代初頭の前方後方墳
ٰ墓２ࣉݯ҆、ج遺跡（中野市ڭҕ 1995）で古墳時代前期の前方後方形周溝墓１جが確認されている14。྆
遺跡はྡ઀しており、前方後方墳ٰ墓と前方後方形周溝墓は 280 ̼ఔのڑ཭である（ୈ 117・118 ਤ）。҆
方形周溝墓、竪穴建物、܈཭にあり、弥生時代後期の土ᆮ墓ڑ遺跡は南大原遺跡͔ら南東に約１ᶳのࣉݯ
跡等が確認されている。南大原遺跡 4%03 は方形周溝墓と報告されているが（長野県埋文 2016）、南側は࡟
ฏされており、前方後方形周溝墓であったՄೳੑがあり、今回の調査で確認された 4%08 にͭいてもಉ༷
である。ۙྡの前方後方形の周溝墓・墳ٰ墓でશମ形状が明ら͔になっているものはないが、後方部の一
ลの長さと溝の෯とਂさをൺֱするとୈ 23 දのとおりとなる。いͣれも周溝෯は２̼前後で、அ面形状
はఈ面が޿くฏୱとなる台形であり、南大原遺跡 4%03・4%08 はۙྡの前方後方形の周溝墓・墳ٰ墓の
周溝と調࿨తである。

14　遺構名に༻いた墳ٰ墓Ŋ 周溝墓の名শは、それͧれの遺跡の発掘調査報告書のݺশにैっている。

ୈ 23 ද　中野市域͔ら検出された墳ٰ墓・周溝墓のن໛

名　　　শ 後方部一ล（̼） 周溝෯（̼） 周溝ਂさ（̼）
৓跡１号前方後方形墳ٰ墓ࣉݯ҆ 約 16�2 ̼ 1�4～2�8 ̼ 0�12～1�32 ̼
৓跡２号前方後方形墳ٰ墓ࣉݯ҆ ਪ定 7�8 ̼ 大約࠷ 2�0 ̼ 約 0�3 ̼
遺跡前方後方形周溝墓ࣉݯ҆ ਪ定 17 ̼ 約 1�3～2�2 ̼ 0�2～0�63 ̼
南大原遺跡ＳＤ 03（４次） 推定 12 ｍ 1.15〜2.2 ｍ 0.2〜0.58 ｍ
南大原遺跡ＳＤ 08 現存 5.5 ｍ 最大 2.52 ｍ 0.72 ｍ
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第 117 図　南大原遺跡、安源寺遺跡、安源寺城跡遺跡の周溝墓・墳丘墓
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第 118 図　南大原遺跡、安源寺遺跡、安源寺城跡遺跡の周溝墓・墳丘墓出土土器
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཭がۙいこと͔ら一ͭの墓域として認ࣝできるものであڑ৓跡遺跡の事例は、そのࣉݯ҆、遺跡ࣉݯ҆　
る。南大原遺跡はそこ͔らগしڑ཭を置いて、千曲川をڬΜで対ቂしていたと考えると、҆ࣉݯ҆・ࣉݯ
跡とは区別された墓域であるとཧղできる。前方後方形の墓が҆ࣉݯ遺跡・҆ࣉݯ৓遺跡だ͚のものであ
ったの͔、南大原遺跡にも存在するの͔という໰୊は、長野ຍ地にお͚る前方後方形の墳墓成ཱのܖ機を
考える上で、ॏ要である。4%03・4%08 が方形周溝墓であったの͔、前方後方形周溝墓であったの͔、今
後のະ調査区での発見を଴ってٞ࿦を進めるඞ要がある。
　前方後方形周溝墓・墳ٰ墓は東ւ地方͔らのӨڹで成ཱしたと考えられており、市಺ではࣣ瀬遺跡等の
弥生後期ശਗ਼水ࣜ期の集落跡͔ら、̨字ޱԑᙈ等の東ւ系の土器が報告されている（長野県埋文 1994）。発
掘調査は行われていないが中野市಺࠷古ஈ֊と想定される前方後方形のֈ୔古墳との関܎も今後௥ڀす΂
き՝୊である。·たগしࢹ野を͛޿ると、長野市北ฏ１号墳が東ւ系の土器をଟ਺出土する前方後方形墳
ٰ墓である（長野県埋文 1996）。長野ຍ地にお͚る古墳時代成ཱ期にお͚るྺ࢙をޠるうえでも、南大原遺
跡の周溝墓をどのようにཧղする͔は、ॏ要な՝୊といえよう。
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